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手話を使う人が生きやすい世の中にするために 
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論文の要旨 

 本研究は、著者自身のアルバイト先に手話を

使う方が来店されたことや社会現象とも言われ

たフジテレビ系で放送されたドラマ「silent」

を見て手話に興味を持ったことが背景となって

いる。また、ドラマ「silent」では「手話」だ

けでなく「聴覚障がい者」と向き合うことにつ

いても深く考えさせられるものであった。先行

研究をまとめていく上で、ろう者自身がさまざ

まな場面で配慮が足りていないと感じる「配慮

不足」が原因で生きにくいと感じるのではない

かと考えた。そこで手話を使う人が生きやすい

世の中にするために健聴者である私たちに何が

できるか検討し、またそもそも手話や聴覚障が

い者とは何か、そしてろう者が置かれている現

状等を検討した。 

 先行研究として、3 つの自治体（鳥取県、大

阪府、山口県）が行った手話に関する調査を取

り上げた。そこからそもそも手話を使う人が周

囲におらず、その結果手話への興味関心だけで

なく、私たち健聴者は手話への知識もないこと

が分かった。また手話に対して興味関心がない

ため、手話を学習する人も少なく「どうせ手話

を使わないから」と結論に至ってしまうのでは

ないかと考えた。手話を使う人が生きやすい世

の中にするためにはまず、健聴者が手話に触れ

興味関心を持つことで知識を増やし、より多く

の人が手話を学習することではないかという仮

説を設定した。 

 そこでこれらを実証するために対象を専修大

学の学生に絞り手話に対する認識のアンケート

を Google フォームで実施した。結果、大学生

も同様に手話を使う人が周囲におらず、手話へ
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の知識がなかった。しかし対象が社会学科の学

生が多かったことから元々社会福祉に興味があ

るということも考えられるため、自治体が行っ

た調査とは異なり手話に関心があると回答した

人は多かった。さらに大学生はテレビや SNS で

手話に触れる機会が多いことが分かった。この

ように様々な事柄に簡単に触れることができる

時代であるからこそ、「手話」ということにつ

いてもっともっと発信していくことが手話に興

味を持つきっかけであると考えた。また手話が

使いやすい社会に向けて最も必要なことは、

「学校教育等において手話を学ぶ機会を増や

す」ことであった。学校という一度により多く

に人が手話を学ぶことができる場であるからこ

そ、そのような機会の提供は必要なのではない

かと考える。 

 これらをまとめると、手話を使う人が生きや

すい世の中にするために、私たち健聴者は手話

に触れる機会を増やすことで手話に興味関心を

持ち手話の知識を得て、より多く人が手話を学

ぶことではないかと考える。そうすることで

「耳が聞こえない、聞こえづらい」ということ

がどういう状況か、どんな生きづらさを抱えて

いるのか少しでも理解できるのではないか。そ

れがろう者と遭遇した時の「いつか」のために

役に立つのではないかと著者は考える。 

 また社会福祉法人聴力情報文化センターで

は、手話を学びたい人に様々な手話を学ぶ方法

を紹介している。地域の手話講習会や手話サー

クル、専門学校・高等教育機関等の育成校、テ

レビや書籍など現在では色々な手段で手話を学

ぶ機会がある。実際にたくさんの手話を学べる

機会が提供されているため、その人に会った方

法を選んで行うのが最適ではないかと考える。

さらに専修大学では手話サークルや手話に関す

る講義も実施されている。著者の卒業論文で少

しでも手話に興味を持ち、手話を学ぶ人が増え

ることを願いたい。 
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